2月18日Ｖ・チャレンジリーグⅠ

対戦相手　埼玉アザレア
スタートメンバー　中川、岩井、岡村、新、浅野、横田
リベロ芳賀
リーグ21戦目は埼玉アザレアとの対戦。

1セット目、富士通は岡村のブロックで幸先の良いスタートを切る。その後リードを広げるものの、昨日の試合同様に1本のミスから連続失点を喫し同点に追い付かれる。この局面を打開したのは岡村のブロック。相手のエースを仕留めると、その後もブロックポイントを重ね、1セット目を25-18で先取する。

2セット目、浅野の連続サービスエースで5連続得点を奪うが、すぐさま追い付かれる悪い展開が続く。それでも富士通は横田のクイック、新のツーアタックで得点を奪い、徐々にリードを広げる。終盤には富士通の元気印、田中を投入し更に勢いをつける。最後はリリーフサーバー志波の好サーブから横田のブロックで25-21となり、このセットも連取する。

[bookmark: _GoBack]3セット目、このセットは岡村、横田の両ミドル陣が気を吐く。クイックにブロックに次々と得点を奪うと完全に富士通ペース。柳田を投入し更に攻め立てる。柳田はコート内を縦横無尽に駆け回りバックアタックも決めまくる。最後は、今シーズン初出場の丸谷がスーパーレシーブを見せ、中川がスパイクを決め25-19で富士通が勝利した。
